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少
子
高
齢
化
の
進
展
や
社
会

経
済
状
況
の
急
速
な
変
化
の
中
、

心
豊
か
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
に
は
、
一
人
ひ

と
り
が
お
互
い
の
人
権
を
尊
重

し
、
責
任
を
分
ち
合
い
、
性
別
に

関
わ
り
な
く
、
個
性
と
能
力
を
発

揮
で
き
る
「
男
女
共
同
参
画
社

会
」
の
実
現
が
必
要
で
す
。

　

市
で
は
、
昨
年
５
月
「
男
女
共

同
参
画
社
会
に
向
け
て
の
市
民

意
識
調
査
」
を
実
施
し
、
こ
れ
ま

で
の
男
女
共
同
参
画
の
取
組
の

検
証
を
行
い
、
第
３
次
「
出
雲
市

男
女
共
同
参
画
の
ま
ち
づ
く
り

行
動
計
画
」（
Ｈ
24
～
28
）
を
策

定
し
ま
し
た
。

　

男
女
共
同
参
画
の
社
会
づ
く

り
は
、
行
政
、
教
育
関
係
者
、
事

業
者
、
そ
し
て
市
民
の
責
務
で

す
。
市
で
は
、こ
の
計
画
を
基
に
、

市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
、
出

雲
ら
し
い
男
女
共
同
参
画
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
市
内
で
造
園
会
社
を
営
む
竹

田
さ
ん
。「
都
会
の
大
手
企
業

が
地
方
へ
進
出
す
る
中
、
中
小

企
業
の
生
き
残
り
は
人
材
育
成

に
か
か
っ
て
い
る
」
と
お
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

　
従
業
員
と
一
緒
に
会
社
を
つ

く
っ
て
い
く
た
め
の
、
ミ
ー
テ

イ
ン
グ
や
職
場
研
修
に
意
欲
的

で
す
。

認
め
あ
い
　
支
え
あ
い
　
個
性
輝
く
　
ま
ち
づ
く
り
に
む
け
て
…

「
出
雲
市
男
女
共
同
参
画
の

　
ま
ち
づ
く
り
行
動
計
画
」を
策
定

出前講座を活用して、ワーク・ライフ・バランス
職場研修を実施（今年１月）

ポイン
ト１ 仕事と生活の調和（ワーク･ライフ･バランス）の推進

　仕事と家庭生活などを自分の望むバランスで両立することを「仕事と生活の調和（ワーク・ライ
フ・バランス）」といいます。
　ワーク・ライフ・バランスの推進は個人にとっても、会社にとっても大きなメリットとなります。
中小企業の多い本市は、人材こそが会社の成長・生き残りの鍵であり、優秀な人材を確保するため
にも働きやすい職場づくりが必要となります。
　市では、平成 25・26 年度入札参加資格審査からワーク・ライフ・バランスの評価項目を追加し、
職場におけるワーク・ライフ・バランスの推進を図っています。

㈱タケダ造園
社長　竹田和彦さん

会
社
は
人
材
が

命
で
す
！

地域・家庭・学校が輝く「赤ちゃん登校日」授業
（昨年 10 月　遙堪小学校）

第3次
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計画の基本目標

男女共同参画社会への意識づくり

推進体制の整備

あらゆる分野における
　　　男女共同参画の推進

男女間の暴力根絶と
生涯を通じた心身の健康づくり

　市では、男女共同参画社会づくりに向け、市男女共同参画センターを中心に各種講座をはじめ、
地域・職場などへの出前講座を行っています。お気軽におたずねください。

　　～男女共同参画についてのおたずねは　　市民活動支援課　☎ 21 － 6952　Fax 21 － 6730 ～

避
難
所
運
営
を
模
擬
体
験

（
昨
年
２
月
）

河
南
中
学
校
で
の
「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ

防
止
講
座
（
今
年
２
月
）

ポイン
ト２

ポイン
ト３ 地域における取組の充実男女間の暴力の防止と

被害者への支援

　平成 23 年３月に発生した東日本大震災からみ
えてきた、男女共同参画の視点での防災・災害対
応ができる地域をめざし、地域における男女共同
参画意識の醸成を行います。

　男女間の暴力は、年齢・学歴・職業などに関係
なく、誰でも加害者・被害者となる可能性があり
ます。男女間の暴力の防止と被害者への支援にむ
け、若年期からの防止啓発・相談支援の充実に取
り組んでいきます。

　男女共同参画意識を醸成していくために、男女共同参画の
実現について考えるきっかけづくりを行います。

　市民や事業者、教育機関、地域拠点であるコミュニティセン
ター、その他関係団体等がそれぞれの責任を認識し、それぞれ
の分野での男女共同参画の主体的な取組が拡がるよう、啓発や
相談窓口である拠点施設の機能、連携の充実を図ります。

基本目標Ⅰ

基本目標Ⅳ

基本目標Ⅱ

基本目標Ⅲ

　政策や方針決定過程への男女共同参画の推進につながるよ
うな事業を充実させます。
　家庭・地域・教育現場など市内全域で男女共同参画の地域
づくりが進むよう働きかけます。
　ワーク・ライフ・バランス意識の普及、ポジティブ・アク
ションの推進、一般事業主行動計画の策定を働きかけます。
　国際交流や環境、文化、観光、スポーツ、まちづくりなど、
市民の暮らしの改善につながるあらゆる分野でも、引き続き
男女共同参画を推進します。

　「出雲市 DV 対策基本計画」に基づいて、配偶者からの暴
力の防止啓発と被害者支援を行います。
　また、男女の心身機能の特性に応じた健診や相談、性の健
康教育の充実など、生涯にわたり自立して生活を送るための
健康づくりを推進します。

目　標 現状値 H28年度目標値
性別による役割分担意識に
否定的な人の割合 66.1％ 75％

目　標 現状値 H28年度目標値
市の審議会等への女性の参画率 30.0％ 40％

家庭生活において男女が平等と
感じている人の割合 32.8％ 35％

地域社会において男女が平等と
感じている人の割合 34.7％ 40％

女性消防団員数 11人 24人

職場において男女が平等と
感じている人の割合 31.8％ 35％

ワーク･ライフ･バランスの認知度 54.0％ 60％

こっころカンパニー市内企業数 40社 60社

ワーク･ライフ･バランス研修実施事業所数 － 10事業所

目　標 現状値 H28年度目標値
DV防止研修会参加人数 522人 600人

中学・高校デートDV
出前講座実施校数 １校 ５校

目　標 現状値 H28年度目標値
市管理職に占める女性の割合 12.5% 14％

男女共同参画の視点からの　　
防災講座の実施 － ５講座

出雲てくてくウエブ
（バリアフリー）掲載施設数 82か所 140か所






